
 

2016年度 海外協力・自然環境保全事業計画・報告 ／ 2017年度 計画案 

2016年度 海外協力・自然環境保全事業 計画 2016年度 海外協力・自然環境保全事業 報告 2017年度 海外協力・自然環境保全事業 計画案 

 

支援事業【インド】 

担当：米山・島田・ 鈴木(インターン) 

 

①環境保全ならびに有機農業推進 

・タミルナドゥ州トッパンパティ地区 2か村での 3年目事業（最終年） 

・治水工事完了、有機農法研修と普及、植林 

・参加型有機農産物認証制度への参加農家 30,計 60農家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②教育ローン、ヤギローン運営の安定化 

・教育ローン利用者：35名、ヤギローン利用者 12名 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援事業【インド】 

担当：米山・島田・ 鈴木(インターン) 

 

① 環境保全ならびに有機農業推進 

 事業名：有機農業推進の基盤整備事業 

  期間：2013年、2015年 3月～2017年 3月 

現地協力：CIRHEP（Centre for Improved Rural Health and Environmental 

Protection） 

資金財源：外務省 NGO連携無償資金協力 

活動地域：タミルナドゥ州トッパンパティ地区デバトール、コタヤム村 

活動背景：有機農業の知識・技術普及と有機農産物市場開拓、 

農業生産性向上と農業労働者の所得向上 

活動成果：30名のモデル農家が有機農産物認証を取得。 

治水工事により耕作面積が拡大。地下水位の上昇。 

有機農産物の高値販売の実現。 

活動課題：土壌検査では 2年間の活動では科学的な結果は出ていない。 

     生産性向上、所得向上の明確な数値は示されなかった。 

2017年度以降も事業の経過観察を継続して実施。 

 

 

 

 

②教育ローン、ヤギローン運営の安定化 

 事業名：教育ローン支援事業 

  期間：継続的に 2016年度も実施 

現地協力：CIRHEP（Centre for Improved Rural Health and Environmental 

Protection） 

資金財源：個人会員の指定寄付 

活動地域：タミルナドゥ州、ニラコタイ地区 10の SHG,のウタヤム連合、 

スリ・ムタランマン SHG 

活動背景：女性メンバー子弟の高等教育学費ローン、低金利での融資。 

女性グループによる自主運営。 

活動成果：返済率は約 100%。連合のグループでは 34 名、スリ・ムタランマ

ンのグループでは 7名が利用。 

教育ローンや使い道自由なローンに需要あり。 

活動課題：ウタヤム連合では原資支援を「自分たちのお金」との認識が不足。 

 

 

 

支援事業【インド】 

担当：米山・インターン生１名(駐在員) 

 

① 環境保全ならびに有機農業指導 

事業名：有機農業推進の基盤整備事業フォローアップ 

期間：2017年 4月～2018年 3月 

現地協力：CIRHEP（Centre for Improved Rural Health and Environmental 

Protection） 

資金財源：自己財源 

活動地域：タミルナドゥ州トッパンパティ地区デバトール、コタヤム村 

活動計画：農業委員会の進捗、有機認証制度申請の進捗、土壌調査、 

農業生産物のマーケッティング進捗、定期的な報告月１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 教育ローン、ヤギローン運営の安定化 

事業名：教育ローン支援事業 

期間：2017年 4月～2018年 3月 

現地協力：CIRHEP（Centre for Improved Rural Health and Environmental 

Protection） 

資金財源：個人会員の指定寄付 

活動地域：タミルナドゥ州、ニラコタイ地区 10の SHGウタヤム連合、 

スリ・ムタランマン SHG 

活動計画：ウタヤム連合・・・安定した運営＜原資の支援はなし＞ 

     スリ・ムタランマン・・・教育ローン原資の支援 

     定期的な活動のモニタリング 

 

 

 

 

 



 

 

 

③女性を対象にしたエンパワーメント（新規事業） 

・タミルナドゥ州マドライ地区メラカル村 

・50名の女性を対象にした縫製技術研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④貧困削減をめざした農業基盤整備と生活環境改善事業 

・タミルナドゥ州サナルパティ地区 S.バラス村、マーマラットゥパッティ村、 

2か村での新規事業、調査、提案書策定、申請＜外務省＞ 

 

 

 

③女性を対象にしたエンパワーメント（新規事業） 

 事業名：縫製研修事業 

  期間：2016年 9月～2017年 3月 

現地協力：JSWET(Jai Shakti Women Empowerment Trust) 

資金財源：地球市民財団 

活動地域：タミルナドゥ州マドライ地区、メラカル村 

活動背景：村内で所得を得るのが困難な女性を対象にした縫製技能研修 

活動成果：50名中 13名が縫製技能研修にて服飾卸売り向上の基準をクリア。

縫製の仕事を得た。 

活動課題：13名以外の女性も継続的な研修を行う必要がある。 

また電動ミシンの導入で縫製技能向上が求められる。 

 

 

 

 

④貧困削減をめざした農業基盤整備と生活環境改善事業 

事業名：有機農業に関する基盤整備及び農村開発事業 

期間：2016年 4月～2017年 3月 

現地協力：REYDS TRUST（Rural Education Youth Development Society） 

資金財源：自己資金 

活動地域：タミルナドゥ州ディンディグル県サナルパティ地区 

      S・バラス村、マーマラットゥパティ村 2か村 

活動背景：農業生産性向上のための治水工事、有機農法の導入、 

マーケッティングなどの調査 

活動成果：来期に実施可能と判断し、外務省へ申請書提出申請中 

 

 

 

 

●インターン受け入れ 

名前：鈴木淑子 

期間：2015年 10月～2017年 3月 31日 

内容：インドにて現地インターンとして業務補佐に従事。ブログの作成、 

   事業予定地調査、スタディツアー準備、サポート、 

 

 

 

③ 女性を対象にしたエンパワーメント 

事業名：縫製研修事業 

期間：2017年 4月～2018年 3月 

現地協力：JSWET(Jai Shakti Women Empowerment Trust) 

資金財源：地球市民財団＜予定＞ 

活動地域：タミルナドゥ州マドライ地区、メラカル村 

活動計画：50名のメンバーを対象にした縫製技能研修は、 

電動ミシン導入により服飾卸売り業者からの受注 20名を対象。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 貧困削減をめざした農業基盤整備と生活環境改善事業 

事業名：有機農業に関する基盤整備及び農村開発事業 

期間：2017年 5月～2020年 4月（3年間事業の 1年目） 

現地協力：REYDS TRUST（Rural Education Youth Development Society） 

資金財源：外務省 NGO連携無償資金協力 

活動地域：タミルナドゥ州ディンディグル県サナルパティ地区 

     S・バラス村、2か村、受益者 150名 

活動計画：農業生産性向上のための治水工事、有機肥料づくり研修、 

      灌漑設備、井掘削井戸建設 10基、果樹の植林、 

有機認証申請、住民組織の設置。 

  

 

 

 

●インターン受け入れ＜１名を採用予定＞ 

 事業運営面での業務補佐、記録、調査業務補佐、本部事務局への報告 

 広報活動 

 期間：2017年 5月～2018年 4月（予定、更新もある） 

 

 



 

2016年度 海外協力・自然環境保全事業 報告【インド 資料】 

2016年度インド活動報告[写真編] 

 

       有機農業事業の現場で働く島田駐在員（左から 3人目）    

 

 

2016年度から始められたメーラッカル村せの縫製研修 

50名を対象におこなわれている 

 

                                                                     

 

 

 

事業地の流水域開発委員会メンバーがカルナータカ州にある NGOで研修 

 

 

教育ローンの定期会議に集まったウタヤム連合のメンバー 

 

 

 

有機認証を取得した農家さんたち 

 

 

町にある情報センターでは事業地で生産された有機野菜が売られている 



 

 

支援事業【インドネシア】 

担当：古賀・米山 

 

①スンバ島での有機農業推進 

・ユブワイ村にて野菜作り研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ムバタプフ村にて井戸建設及び野菜作り研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援事業【インドネシア】 

担当：古賀・米山 

 

① スンバ島での有機農業推進 

事業名：スンバ島農村部低所得者のための野菜作り技術指導 

期間：2016年 4月～2016年 9月 

現地協力：ワインガップラジオマックスコミュニティー財団（ラジオ MAX） 

資金財源：日本労働組合総連合会 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県ユブワイ村 

活動背景：就業機会のない農村部住民が野菜の栽培・販売で収入を得る。 

活動成果：20 世帯 20 人が参加し、研修終了後は自立して有機肥料を作り有

機野菜を栽培できるようになった。その後、研修を受講したメンバーが中心

となり他の住民に野菜作りを広めている。 

活動課題：販売ルートの開拓、農業協同組合の加入。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名：スンバ島農村部低所得者のための有機農業研修および井戸建設 

期間：2016年 4月～2017年 2月 

現地協力：ワインガップラジオマックスコミュニティー財団（ラジオ MAX） 

資金財源：アジア生協協力基金 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県ムバタプフ村 

活動背景：川のない村において就業の機会がない村人が野菜を栽培し販売す

る事によって収入を得る。 

活動成果：井戸は建設中。野菜作り研修は進行中。 

活動課題：事業期間内に事業が終了していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援事業【インドネシア】 

担当：古賀・米山 

 

① スンバ島での有機農業推進 

事業名：低所得者層の生活向上のための有機野菜作り支援事業 

期間：2017年 1月～2017年 9月 

現地協力：ワインガップラジオマックスコミュニティー財団（ラジオ MAX） 

資金財源：三井住友銀行ボランティア基金 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県ワイクドゥ村 

活動計画：就業する機会のない農村部住人へ野菜栽培・販売で収入を得られ

るようにする。 

     研修受講希望者を募り 20世帯 20名を選ぶ。 

     研修内容：有機肥料の作成（家畜のフンと周辺の植物を利用）、 

有機防虫剤の作成（周辺の植物を利用）、 

育苗（苗ポットはバナナの葉で作成）、 

苗の畑への作付、作物の交配、野菜の世話等。 

栽培する野菜：たまねぎ、白菜、唐辛子、キャベツ、ゴーヤ、 

すいか、インゲン、チンゲンサイ、トマト、きゅうり、 

じゃがいも、なす、ブロッコリー、ほうれんそう、空芯菜など 

 

 

 

 

事業名：スンバ島農村部低所得者のための有機農業研修および井戸建設 

期間：2017年 4月～2018年 3月 

現地協力：ワインガップラジオマックスコミュニティー財団（ラジオ MAX） 

資金財源：自己資金 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県ムバタプフ村 

活動計画：研修は、雨季の間に雨水を利用して進め終了する。井戸建設は雨

季の間は中止。雨季が完全に終了する 5月頃再開予定。井戸の完成後は降雨

に左右されることなく野菜作りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

②スンバ島での植林推進 

・沿岸地域にて環境保全と漁獲量向上のためのマングローブ植林 

・内陸部では、所得向上を目指したカカオ、バナナ、白檀の植林 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③スンバ島での給水機器開発 

 

 

② スンバ島での植林推進 

事業名：環境保全および住民の所得向上のための植林事業 

期間：2016年 8月～2017年 6月 

現地協力：ワインガップラジオマックスコミュニティー財団（ラジオ MAX） 

資金財源：緑の募金 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県カル村 

活動背景：マングローブや森林の減少を抑え、緑化を進める必要があった。

海岸住民の漁獲量を向上させ収入を増やす。複数の果樹を植林し住民の所得

を向上させる。 

活動成果：沿岸部にある教会の日曜学校の人たちが中心となり海岸にマング

ローブの苗木約 3,000本を植林し管理している。内陸部には白檀、バナナ、

びんろうをそれぞれ約 2,000本植林、各村の住人が管理。 

活動課題：植林後の手入れ。 

 

 

 

 

 

 

 

③ スンバ島での給水機器開発 

事業名：深井戸用手動ポンプの設置 

期間：2016年 4月～2017年 3月 

現地協力：ワインガップラジオマックスコミュニティー財団（ラジオ MAX） 

資金財源：日本労働組合総連合会 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県 

活動背景：地下約 40メートルの井戸からロープを手繰って水を汲むのは重労

働である。インドには深井戸用のポンプがあるためインドから輸入。 

活動成果：インドから輸出したポンプはインドネシアに到着した。今後井戸

に設置する。 

活動課題：インドネシアに輸入することが困難で、時間がかかった。 

 

 

② スンバ島での植林推進 

事業名：緑化推進のためのマングローブ植林事業 

期間：2017年 8月～2018年 6月 

現地協力：ワインガップラジオマックスコミュニティー財団（ラジオ MAX） 

資金財源：緑の募金 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県カル村 

活動計画：沿岸部の環境保全のため教会の日曜学校が中心となりマングロー

ブをおよそ 3,000本植林する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ スンバ島農村部の子ども支援 

事業名：東スンバ県農村部の子どもの教育環境改善事業 

期間：2017年 4月～2018年 3月 

現地協力：インドネシア・スンバ島東スンバ県農村部 

資金財源：日本労働組合総連合会 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県 

活動計画：低所得者層家庭で通学用バッグを購入できない子どもたちに学力

向上・通学意欲の継続を目的として中部ジャワの女性グループが生活水準向

上を目的にして作成したバッグを配付する。試作品をいくつか作成し、スン

バ島で検討し確定する。今年度は約 2,000個作成予定。来年度以降毎年 5,000

個ずつ継続して作成する予定。 



 

2016年度 海外協力・自然環境保全事業 報告【インドネシア 資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

インドネシアの地図 

スンバ島の地図 

東スンバ県 

ムバタプフ村・・・井戸建設および野菜作り研修 

カル村・・・環境保全と生活向上のための植林事業 

ユブワイ村・・・野菜作り研修 

建設中の井戸 研修の様子 
井戸が完成したらもっと野菜を 

作れるので楽しみです。 

村に川がないので、現在は徒歩で往復 5時間かけて水を汲みに行っています。 

マングローブの植林 バナナの苗木を運ぶ 小学生もお手伝い 

苗のポットはバナナの葉 研修を受講して有機肥料や有機防虫剤を作れるようになりました。 

 

 



 

2016年度 海外交流事業 計画・報告 ／ 2017年度 計画案 

 

 

2016年度 海外事業 報告【海外交流事業 インド資料】 

 

 

 

 

NGO=SALTで縫製技能研修を受けている女性グループを訪問、懇談を 

したツアー参加者 

 

 

 

ツアー参加者はホームステイを体験、別れを惜しむ参加者 

 

 

 

ツアー中、結婚式があり、初めて経験するインドの結婚式で招待され食事に 

興奮する参加者 

  

2016年度 海外交流事業 計画 2016年度 海外交流事業 報告 2017年度 海外交流事業 計画案 

 

海外交流事業【インド】 

担当：米山・古賀 ／ 現地コーディネート：島田・鈴木(インターン) 

 

・スタディツアーの開催（8月、2月、2回） 

・ソーシャル・ビジネスツアーの開催（9月、1回） 

 

 

海外交流事業【インド】 

担当：米山・古賀 ／ 現地コーディネート：島田・鈴木(インターン) 

 

①南インドスタディツアー 

期間：2016年 9月 2日～6日（5日間） 

参加者：慶応大学 学生団体「SAL」有志グループ 9名 

内容：CIRHEP、教育ローン女性グループ、SALT縫製技能研修の視察訪問、

ココナッツロープづくり見学、ホームステイ 

地域：ディンディグル市内および郊外、マドライ地区 NGOの事業地 

成果：ツアーでの学びを団体で作成している情報誌に掲載。 

旅行の危機管理やコーディネートの難しさを実感して頂いた。 

 

 

 

海外交流事業【インド】 

担当：米山・古賀 ／ 現地コーディネート：米山 

 

・春ツアーを開催する予定 

 インド赴任が 6月となるため、夏ツアー開催が不確定であるため 



 

 

海外交流事業【インドネシア】 

・2016年度計画なし。 

・インド春ツアーの催行を中止したためインドネシアにて実施。 

 

 

海外交流事業【インドネシア】 

担当：米山・古賀 ／ 現地コーディネート：古賀 

 

②スンバ島やし砂糖スタディツアー 

期間：2017年 3月 7日～11日（5日間） 

参加者：一般応募および既存会員 9人 

内容：ロンタル椰子からやし砂糖の作成、やし砂糖を使ったお菓子作成。 

スンバ島の伝統家屋が残る村を訪問。 

伝統文化イカット（スンバ絣）や舞踊を鑑賞。 

地域：スンバ島東スンバ県 

成果：日本人がスンバ島の伝統の食品について知識を深めた。 

村の人たちとのやし砂糖を通じた交流を楽しんだ。 

 

③植林ワークキャンプ 

期間：2017年 3月 10日～14日（5日間） 

内容：海岸でのマングローブの植林。内陸部での果樹や建材樹木の植林。 

スンバ島の伝統家屋が残る村を訪問。 

伝統文化イカット（スンバ絣）や舞踊を鑑賞。 

地域：スンバ島東スンバ県 

成果：およそ 4ヘクタールの海岸にマングローブを植林。 

内陸部およそ 2ヘクタールに果樹等を植林。 

日本人と村の人たちが協力して植林をした。 

 

 

海外交流事業【インドネシア】 

・2017年度計画なし。 

 

作成チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2016年度 海外事業 報告【海外交流事業 インドネシア資料】 

 

 

 

  事前研修会 
2017年 1月 28日（土） 

報告会 
2017年 3月 26日（日） 

やし砂糖スタディツアー 

植林ワークキャンプ 

スンバ島の伝統を見学 

2017年 3月 7日～11日（5日間） 

2017年 3月 10日～14日（5日間） 



 

2016年度  国際理解促進・市民活動推進事業 計画・報告 ／ 2017年度 計画案 

2016年度 国際理解促進・市民活動推進事業 計画 2016年度 国際理解促進・市民活動推進事業 報告 2017年度 国際理解促進・市民活動推進事業 計画案 

 

支援者拡大および国際理解教育活動 

 

①企業、大学との連携 

・物品収集活動の企業の拡大（10社） 

 

 

 

・大学での開発現場の紹介（5大学） 

 

 

 

 

 

・NGO,企業ネットワークを活用して企業へ連携協力（5社） 

 

 

 

 

②国際協力・啓発講演会の実施 

 

 

 

 

 

 

③学習会・講座の企画・開催 

・インド、デバトール事業の成果と課題報告会 

・開発現場でのフィールド調査入門講座の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援者拡大および国際理解教育活動 

 

① 企業、大学、との連携 

・物品寄付の協力 企業 29社、12団体、個人 83名 

・アジアン家具販売のカリッジマーケットよりインドネシア指定寄付（毎月） 

 

 

・大学で研修・講演・講義の実施＜講師：米山＞ 

長崎外国語大学、専修大学経済学部、北海道教育大学・旭川校、 

北海道教育大学・函館校の計４回 

 

 

 

・NGO,企業ネットワークを活用して企業へ連携協力（5社） 

ネットワーク登録（会費 5,000円）および交流会へ参加 

 

 

 

② 自治体国際化協会との連携 講演会の実施＜講師：米山＞ 

石川県金沢市、三重県津市、埼玉県越谷市、東京都西東京市、 

神奈川県松田町にて実施 計 5回 テーマ＜多文化共生社会＞ 

東京都国分寺市にて実施 計１回テーマ＜インドの文化紹介＞ 

 

 

 

③学習会・講座の企画・開催 

・事業地報告および課題報告会は運営委員会での告知に留まる 

・東京女学館中学校生徒 6 名受入。テーマ「国際社会と人類の課題」でイン

ド、インドネシアでの活動紹介。生徒が用意した課題に回答。（2 月 2 日）

学内発表（2月 22日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援者拡大および国際理解教育活動 

 

①物品寄付の拡大 

・物品寄付の協力 企業・団体 50団体 個人 90名を目標 

 

 

 

・大学で研修・講演・講義の実施 

講師役の米山が不在となるため、実施未定 

 

 

 

 

・NGO,企業ネットワークを活用して企業へ連携協力（１社） 

ネットワーク登録および交流会への参加 

 

 

 

②自治体国際化協会との連携 講演会の実施＜講師：米山＞ 

登録者および講演スキルがある米山が不在となるため実施未定 

 

 

 

 

 

③学習会・講座の企画・開催 

・事業地報告および課題報告会の外部への積極的広告 

・修学旅行生 訪問学習は、受入経験のある米山が不在となるため実施未定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

④ボランティアセンターとのネットワーキング 

・大学ボランティアセンターとの協働（5大学） 

 

 

 

 

・東京ＶＣ、ちよだＶＣとの共同プログラムの開催 

 

 

 

 

 

 

 

⑤スタディツアー研究会との協働 

・ホームページの充実による情報発信 

・NGO担当者向け危機管理研修の開催 

・大学生向けスタディツアー危機管理研修の開催 

 

 

 

⑥他団体主催のイベントへ出展 

・ 

 

④ボランティアセンターとのネットワーキング 

・大学ボランティアセンターとの協働 

 龍谷大学、立教大学、法政大各、中央大学、青山学院大学、 

 明治学院大学、フェリス女学院大学に情報提供 

 

 

・自治体のボランティアセンターとの協働 

 ちよだボランティアセンター、東京ボランティアセンターへ情報提供、 

 広報スキルアップ研修参加（新宿 NPO協働推進センター主催）、 

広報用ツール助成金（ちよだボランティアセンター） 

 公認会計士の紹介、依頼組織マネージメント研修参加 

（東京ボランティアセンター） 

 

 

⑤スタディツアー研究会との協働 

「実践的スタディツアー学」発刊 10月 1日 

 

 

 

 

 

⑥他団体主催のイベントへ出展 

・グローバルフェスタ JAPAN2016 （10月 1日～２日 お台場） 

主催：外務省、国際協力機構、国際協力 NGOセンター 

内容：活動紹介、物品飲食販売 

 

・暁星学園中学高等学校文化祭（10月１日～２日 飯田橋） 

主催：暁星学園 

内容：ボランティアクラブの生徒による LIFEが仕入れた物品等の販売 

 

・ふれあい満点市場（2月 11日 飯田橋） 

主催：東京ボランティアセンター 

内容：活動紹介、物品販売 

 

・その他イベント出展の検討 

アースディ、ナマステインディア、インドネシアフェスタは、既存参加イ

ベントの２～４倍程度の諸経費となる。飲食もオーガニック素材使用必須、

飲食店営業許可証がなければ出展不可などの制約もあり。 

現状では出展しても大幅赤字。 

 

 

④ボランティアセンターとのネットワーキング 

・大学ボランティアセンターへの情報提供（7大学） 

 

 

 

 

・自治体のボランティアセンターとの協働 

 ちよだボランティアセンター、東京ボランティアセンターへ情報提供、 

 各種研修や相談会へ参加、助成金等の申請。 

 

 

 

 

 

⑤スタディツアー研究会との協働 

事務局機能を分散、主に広報、冊子販売を他メンバーと連携して実施 

 

 

 

 

 

⑥他団体主催のイベントへ出展 

・グローバルフェスタ JAPAN2017 

主催：外務省、国際協力機構、国際協力 NGOセンター 

内容：活動紹介、物品飲食販売 

 

・暁星学園中学高等学校文化祭 

主催：暁星学園 

内容：ボランティアクラブの生徒による LIFEが仕入れた物品等の販売 

 

・ふれあい満点市場 

主催：東京ボランティアセンター 

内容：活動紹介、物品販売 

 

・その他イベント出展への検討 



 

2016年度 【国際理解促進・市民活動推進事業資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

切手仕分け体験中の受入れ生徒たち イベントに出す飲食の試食会の様子 

グローバルフェスタでは、カラフルなインドのお煎餅パパドと、インド風紅茶チャイ・マサラを提供。 

269団体の参加、述べ 10万人が来場しました。 

スタディーツアーに関する実践的かつ実務的な本を作成 



 

2016年度 会員相互の啓発・交流促進事業 計画・報告 ／ 2017年度 計画案 

2016年度 会員相互の啓発・交流促進事業 計画 2016年度 会員相互の啓発・交流促進事業 報告 2017年度 会員相互の啓発・交流促進事業 計画案 

 

①年次総会の開催 

・5月 28日開催、30周年記念事業と併せて開催 

 

 

 

 

 

②各種委員会の充実 

・定期的な開催により活動の活発化を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

③広報 

・会報「みらいの樹」の発行 

・メルマガの定期発信 

・イベント、海外スタディツアー告知を配信 

・ホームページのリニューアル。不要な情報を省く。スマホ対応。 

・ブログやフェイスブックで事業地の様子を随時報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①年次総会の開催 

・5月 28日（土）14：00～15：00 

見樹院（東京都文京区小石川３丁目４番１４号）で実施 

30周年記念事業「LIFE30周年 LIFEとみんなの絆」と併せて実施。 

記念行事は有志ボランティアと職員合わせて 12名で準備 

 

 

②各種委員会の充実 

・運営委員会の開催 

 4/12（火）、5/12（木）、6/13（月）、7/22（金）、9/10（土）、 

11/2（水）、3/26（日）の計７回の実施 

参加者は職員をいれて平均７人程度 

 

 

 

 

 

③広報 

・会報「みらいの樹」69～72号 計４回発行 

・メルマガ 10回発信 

・イベント・ツアー開催告知をチラシ作成。情報サイトへ掲載。 

東京ボランティアセンター：広告とネット掲載 

 ちよだボランティアセンター：広告とネット掲載 

 ボランティアデータベースサイト「ACTiVO」 

 認定 NPO法人国際協力ＮＧＯセンター（JANIC）の「NGO掲示板」 

 独立行政法人国際協力機構（JICA）のネット掲載「PARTNER」 

 スタディーツアー研究会サイトへネット掲載 

 LIFE公式ページおよび会報発送時にチラシ広告 

・ホームページのリニューアル完了。スマホ対応可能となった 

・ブログ更新 61回更新（昨年度は 52回）、facebook更新は約 200回 

 

 

 

①年次総会の開催 

・5月 20日（土）に開催予定。 

 

 

 

 

 

②各種委員会の充実 

・2～３カ月に１回、定期的な開催により活動の活発化を図る 

 運営委員会は 4/19（水）実施予定 

・運営委員会開催日を公開化し、より活発化させる 

 

 

 

 

 

 

③広報 

・会報「みらいの樹」73～76号 計４回発行予定 

・メルマガを月１回配信 

・イベント情報のチラシ作成とネット掲載 

東京ボランティアセンター：広告とネット掲載 

 ちよだボランティアセンター：広告とネット掲載 

 ボランティアデータベースサイト「ACTiVO」 

 認定 NPO法人国際協力ＮＧＯセンター（JANIC）の「NGO掲示板」 

 独立行政法人国際協力機構（JICA）のネット掲載「PARTNER」 

 スタディーツアー研究会サイトへネット掲載 

社会人やプロボランティア募集サイト「もんじゅ」活用 

Facebook、グーグルの NPO広告枠の活用 

・ブログ更新 70回目標、facebookは積極的にイベントグループへ掲載 

 

 

 

 



 

 

2016年度 【国際理解促進・市民活動推進事業資料】 

 

会員総会および 30周年記念行事「LIFE30周年 LIFEとみんなの絆」の開催様子  

 

30周年記念トートバッグをインド事業地の女性達が作成！ 



 

2016年度 組織強化 計画・報告 ／ 2017年度 計画案  

2016年度 組織強化 計画 2016年度 組織強化 計画 2017年度 計画案 

 

会員・ボランティア獲得 

 

①会員数目標 

・正会員（個人 40名、3団体） 賛助会員 70名 

・募金キャンペーンに合わせての会員募集 

・30周年記念事業に併せての会員募集 

・寄付協力者から会員への勧誘 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

②会員ボランティア活動の強化 

・30周年記念事業開催を契機に会員活動促進 

・定期イベントへの参加案内＜花見、グロフェス、田植、稲刈＞ 

・寄付切手の価値を高める「切手仕分隊」の活動 

・ボランティアおよびインターンの受入れ 

 

 

会員・ボランティア獲得 

 

①会員数 

・正会員（27→36名 1→２団体 計 39名）、賛助会員 55→72名 

・30周年記念行事にて正会員３名、賛助会員１名獲得 

・会員継続願いを発行し、会費期限を過ぎていた元会員が復帰 

・会員交流に参加していた非会員を正会員として１名獲得 

・ツアー参加による賛助会員５名獲得 

・全体として 17名の増加 

・生活変化による会員辞退もあり 

 

 

 

 

 

 

 

②会員ボランティア活動 

・30周年記念事業は職員も含めて 42名参加 

・さんまで、ただ呑む会（偶数月に実施） 

・交流と親睦を深める花見 4月 2日（飯田橋） 

・農に親しむ田植えや稲刈り 5月 7日 9月 17日（友部） 

・交流と親睦を深める花火大会 8月 6日（市川） 

・グローバルフェスタへ出展 10月 1日～2日（お台場） 

・現地の食事を楽しむスパイシーサロンの復活（5月 28日、１月 28日） 

・切手仕分隊は個人２名、７団体が参加。未使用切手 152,915円、 

レア切手 13,240円を発見。 

・国内インターンの参加０名、海外インターン１名は 2016年度で任期終了。 

 ボランティアは個人 17名、２団体が参加した。 

 

 

会員・ボランティア獲得 

 

①会員数目標 

・正会員（個人 40名、3団体） 賛助会員 80名 

・募金キャンペーンに合わせての会員募集 

・会員交流に参加する非会員、寄付協力者を勧誘 

・ツアー参加による賛助会員獲得 

・旧ツアー参加者の会員継続のお願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②会員ボランティア活動の強化 

・会員総会後に交流会の実施 

・居酒屋さんまで、ただ呑む会（2～３カ月実施予定） 

・交流と親睦を深める花見 

・農に親しむ田植えや稲刈り 

・交流と親睦を深める花火大会 

・グローバルフェスタへ出展 

・現地の食事を楽しむスパイシーサロン 

・寄付切手の価値を高める「切手仕分隊」の活動 

・ボランティアおよびインターンの受入れ 

 



 

 

 

募金寄付金 

 

①ひまわり募金(募集期間：６月～８月) 

・目標金額 50万円 

 

②クリスマス年末募金(募集期間：11月～３月) 

・目標金額 200万円 

 

③マンスリーサポーターの勧誘 

・会員にはならずに定期的な寄付を行えるマンスリーサポーターの 

 周知や告知をＨＰ、会報、各種イベントで勧誘 

 

③ 物品寄付(2004年より開始) 

・ＨＰでの告知、会報発送時に物品寄付受付の告知を行う 

・使用済切手、未使用切手、郵便ハガキ、金券、きしゃぽん古本募金の 

 寄付受付を継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募金寄付金 

 

①ひまわり募金(募集期間：7月～9月) 

・獲得金額 218,441円 （目標金額まで－約 30万円） 

 

②クリスマス年末募金(募集期間：11月～３月) 

・獲得金額 996,708円（目標金額まで－約 100万円） 

 

③マンスリーサポーターの勧誘 

・マンスリーサポーター 30周年記念行事をきっかけに２名追加 

・１名脱退し、全体で５名参加（会費の月賦支払を除く） 

 

④物品寄付(2004年より開始) 

・ＨＰでの告知、会報発送時に物品寄付受付の告知を行った 

・未使用切手寄付 119,713円 

・切手整理で発見し未使用切手 152,915円 

・使用済切手寄付 約 100㎏ 87,731円 

・レア切手寄付 13,240円（換金額） 

・郵便ハガキ寄付 約 3,000枚 200,352円（切手換金額） 

・その他金券寄付 11,652円 

・その他 文房具等の物品寄付 段ボール１箱 

 

⑤その他寄付 

・無指定寄付（キャンペーン募金期間除く）32,131円 

・インド指定寄付 10名 75,000円 

・インド教育ローン指定寄付 １名 300,000円 

・インドネシア指定寄付 21名 789,963円（会社からの大口寄付含む） 

・植林給水指定寄付 9名 96,500円 

・きしゃぽん古本募金 22名 26,323円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募金寄付金 

 

①ひまわり募金(募集期間：６月～８月) 

・目標金額 30万円 

 

②クリスマス年末募金(募集期間：11月～３月) 

・目標金額 150万円 

 

③マンスリーサポーターの勧誘 

・会員にはならずに定期的な寄付を行えるマンスリーサポーターの 

 周知や告知をＨＰ、会報、各種イベントで勧誘 

 

④物品寄付(2004年より開始) 

・ＨＰでの告知、会報発送時に物品寄付受付の告知を行う 

・未使用切手寄付 200,000円 

・切手整理で発見し未使用切手 100,000円 

・使用済切手寄付 100,000円（レア切手換金含む） 

・郵便ハガキ寄付約 3,000枚 200,000円（切手換金額） 

・その他金券寄付 50,000円 

・その他 物品寄付 適宜募集 

 

 

⑤その他寄付 

・無指定寄付（キャンペーン募金期間除く）40,000円 

・インド指定寄付 15名 90,000円 

・インド教育ローン指定寄付 １名 300,000円 

・インドネシア指定寄付 25名 900,000円（会社からの大口寄付含む） 

・植林給水指定寄付 15名 150,000円 

・きしゃぽん古本募金 25名 30,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

資金調達方法 

 

①自動引落の利用会社の変更 

・ワイドネットの事務手数料が高額なため、別会社へ変更検討 

・ゆうちょ銀行による自動引落の再開 

 

 

 

 

②インターネット募金の利用 

・GiveOne（運営：特定非営利活動法人パブリックリソース財団） 

 ※追記 2014年度１月より公益財団法人に変更 

・NGOアリーナ（運営：特定非営利活動法人環境アリーナ研究機構） 

・NGOサポート募金（運営：特定非営利活動法人国際協力 NGOセンター） 

・イーココロ！（運営：ユナイテッドピープル株式会社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

③認定 NPO法人取得 

・申請に向けて諸規定の検討を図り、提出書類の整備をする 

 

 

 

 

 

⑤通信機器、情報・受信機器環境整備 

・WindowsXP、Vista３台の処分、買い替えまたは処分検討 

・Windows7の 10への無料更新の検討 

・会員管理ソフトが Windows7に未対応のため新規ソフト検討 

 

資金調達方法 

 

①自動引落の利用会社の変更 

・新しい集金会社（口座自動振り込み）へ移行 7名 

・ゆうちょ銀行による自動引落へ移行 10名 

・手数料の高い集金会社に未移行者 13名（うち転居先不明 5名） 

 

 

 

②インターネット募金の利用 

・GiveOne（運営：特定非営利活動法人パブリックリソース財団） 

 クレジットカードによる入金が可能なため、現金または預金経由以外の 

募金方法として継続していきたい 

・NGOアリーナ（運営：特定非営利活動法人環境アリーナ研究機構） 

 寄付金額が低いため 2016年度７月で当法人は終了との通達 

・NGOサポート募金（運営：特定非営利活動法人国際協力 NGOセンター） 

 寄付金額が低いため募金サイト自体が 2016年度３月で閉鎖。 

2016年度 12月～３月分は７月に募金サイト登録団体へ割賦される予定。 

・イーココロ！（運営：ユナイテッドピープル株式会社） 

 2014年度３月までで終了。 

 

 

 

③認定 NPO法人取得 

・公認会計士による会計整備 

社会保険労務士による職務規定や労務関係の整備が必要 

 

 

 

 

⑤通信機器、情報・受信機器環境整備 

・WindowsXPを 10に PCリユースボランティア団体に変更してもらった、 

Vista２台は同団体へ寄付。 

・Windows7の 10への無料更新は行わなかった 

（専用ソフトの存在や職員の知識レベルが低いため行わなかった） 

・会計ソフトを更新。勘定科目等の入力作業完了。 

・会員管理ソフトの変更を行えなかった 

 

 

 

資金調達方法 

 

①自動引落の利用会社の変更 

・新しい集金会社へ移行（会員総会や継続願い等で未加入者を取り込む） 

・ゆうちょ銀行による自動引落も同様に勧誘 

・手数料の高い集金会社に未移行者 8名に対して移行を願う 

 うち転居先不明者の行方を追う 

 

 

②インターネット募金の利用 

・GiveOne（運営：公益財団法人パブリックリソース財団） 

・その他のインターネット募金やインターネット広告を実施 

 Facebook広告、グーグル広告の利用などの検討 

（NPO無料または低価格広告の利用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③認定 NPO法人取得 

・申請に向けた会計不備等のアドバイスを公認会計士から受ける 

・職務規定や労務関係の整備を社会保険労務士から受ける 

・知識のある方にアドバイスを頂く 

 

 

 

⑤通信機器、情報・受信機器環境整備 

・会員管理ソフトの変更を実施 



2016年度 【組織強化 資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年度より、 

広報用リーフレット 

（三つ折り）を刷新。 

 
2016年度 

クリスマス募金の 

リーフレット 

（三つ折り） 


